
【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながる汎用アプリの活用」

敦賀市立気比中学校（福井県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

初めに、物体の運動の様子を記録タイマーで記録し、教科書通りの
テープ処理をした。その際には、作業にとても時間がかかり、意図が
分からずに進めている生徒も見られた。そこで、スプレッドシートを
活用し、データ処理を行ったところ【資料①】、作業が短時間で終わ
り、その分、話し合いに十分な時間がとれた。
実験の結果から分かったことは、各生徒がグラフと共にスライドに

まとめた。スライドはMeetで提示しながら、グループと全体で発表し
た【資料②】。Meetを活用することで、資料を手元で見ながら発表を
聞くことができた。
学習の振り返りはフォームを活用して行った【資料③】。振り返り

の内容はスプレッドシートで自動で一覧になり、興味関心の高まりや
理解の深まりなど、個人の変容を捉えることができた。
《成果》・１人１台端末を活用することで、情報の共有、データの処

理、まとめが容易になった。
・小単元を通して、同じスプレッドシートを使い、Classroom
で配付することで、授業準備の手間も少なくなった。

《課題》・スライドにまとめる活動では、グループの形を作ったが、
個人の作業に集中し、互いに確認や相談をする姿が見られ
なかった。話し合いなのか、個人の活動なのかを明確にす
る必要があった。

【資料①】

【資料②】

【資料③】

東京書籍『新しい科学３』運動とエネルギー 第１章 物体の運動

《その後の取り組み》
①調べる活動、まとめる活動で確認や相談をさせると共に、交流の
時間を明確にして取り入れることで、話し合いが活発になった。

②まとめの発表の際、Meetによる提示を継続したことで、その後、
欠席した生徒もオンラインで資料を見ながら発表を聞くことがで
きるようになった。



【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながる汎用アプリの活用」

敦賀市立気比中学校（福井県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

東京書籍『新しい国語２』「走れメロス」 「走れメロス」の学習では、中間報告での実践を発展させ、
下記の流れで学習を行った。

①課題に対する自分の考えをJamboardにまとめる。
②スライドに提出する。
③他者の考えを見ながら、コメントで意見交換する。

《成果》
・同時進行的に多数の話し合いが進むので、短時間で深い読
みを共有できた。

・文字言語による交流は、日常生活でのＳＮＳの使用に通じ
る面もあり、指導の効果が高いと感じた。

《課題》
・音声言語による交流も大切だと考える。指導のバランスを
考慮し、文字と音声の長所を見極めて学習を行いたい。

Jamboardには、シートを画像としてクリップボードに
コピーする機能があり、簡単に貼り付けできる。

東京書籍『新しい社会 地理』１節 アジア州－急速な都市の成長と変化－
アジア各地域の「経済が成長した理由」「経済成長によ

る課題」を各生徒がJamboardにまとめた。【資料①】は、
単元のまとめとして、グループで、アジアの経済成長に共
通する点を一般化したJamboardである。【資料②】は、生
徒のまとめをテキストマイニングし、提示したものである。
《成果》単元のまとめでは、生徒が特に注目していた「経
済」に関する観点を視覚的に共有することができた。 【資料①】 【資料②】

《課題》「人口」「資源」「地理」に関する考察は少なく、学習課題や問いの設定についての工夫が必要であった。

《その後の取り組み》
①導入で、課題について自分の予想をたてさせたり、資料や動画を用いて、考える視点を明確にするように努めた。
（例）北アメリカの農業の特色について、実際の様子を動画で確認したり、GoogleEarthで航空写真を確認したりした。
②意見共有の際に、自分と異なる視点に着目させることで、多面的・多角的な考察ができるようにした。



【取組内容③】 「スプレッドシートを活用した個別最適な学習計画」

敦賀市立気比中学校（福井県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

スプレッドシートを活用し、朝学習や家庭学習で、生徒が個別に計画を立てて学習に取り組んだ。

【目的】
生徒が自分に必要な学習を自分で設定し、計画的に取り組むことで、より効果的な学習にすると共に、学習意欲の向上を

ねらいとした。

【方法】
①スプレッドシートで各クラス毎の計画表枠を作り、共有をかけておく。
②出席番号の行に名前を書き、１週間分の学習計画を立てる（教科、単元、内容など）。
③学習に取り組む。
④毎週金曜日には、１週間の取り組みの振り返りと、次週の計画を立てる。

《成果》
・内容や量を個別に決められるので、自分に合った学習に取り組むことができ、学習意欲につながった。
・共有をかけたことで、他者の取り組みを参考にすることができた。

《課題》
・学力向上のためではなく、とりあえず簡単にできる内容を選んでしまう生徒もいた。自分の学習状況について
客観的に見直し、目的意識をもたせる必要を感じた。

・学習内容が多岐に渡るので、教員がチェックしようとすると手間が大きかった。

スプレッドシートの計画表 朝学習の様子



【取組内容④】 「Googleフォームを活用した、朝の健康観察の実施」

敦賀市立気比中学校（福井県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

保健委員が紙媒体で行っていた健康観察を、Googleフォームを使って行った。

【目的】
・健康観察の際、クラスの前で健康状態を告げるのに抵抗のある生徒もおり、後になって体調不良が分かることがあった。
タブレットを用いることで体調不良を訴えやすくするため。

・身体的な健康状態だけでなく、心の状態も把握し、早期に対応するため。

【方法】
・健康観察用のクラスルームを各クラス毎に作成し、Googleフォームをアップした。
・クラスルームは担任、学年主任、養護教諭をメンバーにした。
・結果はスプレッドシートで自動で一覧になり、主に担任、養護教諭でチェックした。

健康観察の項目
①「今日の体の調子で当てはまるものをすべて選んでください。」

→◎元気 ▲かぜ ▲のど痛 ▲頭痛 ▲腹痛 ▲吐き気 ▲けが ▲その他
②「今日の心の天気は？」→☀☀快晴 ☀晴れ ☁くもり ☂雨
③「心配事があり、先生に相談したい時はチェックしてください。」

《成果》
・生徒の体の調子、心の調子が非常に把握しやすくなり、早期の対応につながった。

《課題》
・担任が朝のうちに一覧を確認できないこともあり、養護教諭や学年主任によるダブルチェックが必要となった。

Googleフォームのアンケート画面 健康観察結果の一覧
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